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1. はじめに 

これまで観光コンテンツつくりは第 1 種・第 2

種旅行業中心であり、「発地型旅行」が殆どを占め

ていたが、「手配する方法」「現地で活用」「旅行者

同士で共有」などの場面で、インターネットが活

用され、旅行者の観光行動も大きく変化している。

さらに、これらの観光情報はブログ作成などによ

り個人で発信することも可能となっており、観光

分野における ICTの利活用は必須のものとなって

いる。
1 )
 

この観光分野においては、少子高齢化時代にお

ける地域経済活性化、雇用機会創出の切り札と位

置づけられているため、2010年 6月に閣議決定さ

れた新成長戦略の中で、国は 2020年初めまでに訪

日外国人観光客を 2500 万人に引き上げると打ち

出している。観光と ICTとの融合は、観光産業の

活性化という面で非常に将来性があるため、これ

までにも、「マルチメディア・モデル観光展開事業」

をはじまりとして、「観光」と「マルチメディア」

を融合させ、「活力ある持続的な街づくり」と「新

たなライフスタイルの創造」に貢献するため、各

種マルチメディア技術を活用した観光情報サービ

ス提供の在り方の実証実験・事業が展開されてい

る。「総合的な観光情報提供システム」（国土交通

省）によると、地域の創意工夫を活かした、観光

客への情報提供の高度化による移動支援を図った

「まちめぐりナビプロジェクト」（平成 18 年度～

20 年度）、ＩＣタグをはじめとするユビキタス情

報基盤を整備することにより、身体的状況、年齢、

言語等を問わず、「いつでも、どこでも、だれでも」

移動等に関する情報を入手することができる環境

の構築を目指した「自律移動支援プロジェクト」

を展開（平成 20 年度）など、観光情報提供にお

ける効果的な手法や各地域における工夫・ノウハ

ウなどをとりまとめている。
2 ) 3 ) 

さらに、観光庁

においては、平成 24年 3月に閣議決定された新た

な観光立国推進基本計画に基づき、観光立国の実

現、観光振興による力強い日本の再生実現に向け

た取組を推進している。その後の「観光立国実現

に向けたアクション・プログラム 2014」では、「個

人旅行者の増大をはじめ旅行パターンが変化する

中で、観光アプリ等 ICT を活用した旅行者への

情報提供サービスのあり方を検討するとともに、

ビッグデータを活用した旅行者の行動分析につき、

個人情報に留意した有効な分析手法の検討を進め

る。」とされている。 

一方、2012 年 8 月の中央教育審議会答申「新

たな未来を築くための大学教育の質的転換に向け

て」（文部科学省，2012）では，大学や学生に求め

られる内容がさらに高次になっており、能動的学

修（アクティブ・ラーニング）や学修時間の確保

といったキーワードが挙げられているが，これら

はすべて ICT を活用した教育・学習環境の確立

と運用が前提として埋め込まれている。
4 )
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 このような中、2014年、北九州市の私立大学の

観光系学部の非常勤の依頼を受け、「マルチメディ

ツーリズム」という科目を引き受けることとなっ

た。これまでの授業では、旅行系のWebシステム

を利用した、旅行計画の建て方が主であったが、

前述に述べた「国土交通省」「観光庁」の事業を鑑

み、授業計画を一新させるこことした。授業形態

としては、従来通りの演習型とし「観光情報学」

「地理情報学」の観点で、授業展開を行うものと

している。 

また、授業ではPC実習室が利用可能であること、

自宅等に利用できる PC を所有する学生がほとん

どであり、さらには、スマートフォン所有の学生

も多いことから、学生の理解度や学修状況を管理

できる LMS（Learning management System）を利用

する。この LMSは、Moodle、WebClass、Blackboard

など、オープンソースのシステムや商用システム

に至るまで様々なシステムがあり、各大学でそれ

ぞれカスタマイズされるなどして導入されている

が、当大学では導入されていないため、レンタル

サーバー上に Moodle をインストールして活用す

ることとしている。 

ただし、LMSはあくまでツールであり，的確に

設計された授業計画がまずあってこそのものであ

る。そのためには、授業計画の中でツールを有効

に配置して授業を行うことが必要となる。その際、

効果・効率・魅力ある授業設計を実現するための

ヒントを与える理論として、インストラクショナ

ルデザイン（ID）の諸理論・モデルがあげられる。 

本授業では ID の代表的モデルのひとつである

ARCS動機づけモデル５) 
に留意しながら構成する

こととした。 

本稿は、ARCS動機づけモデルに基づき， LMS

を利用した演習型の授業展開例について報告する

ものである。 

 

2. 授業設計について 

観光系の大学では、専門的な知識技能を座学か

ら修得するのみならず、実際に社会に関わってい

く中で観光の持つ力を体感し、学生に問題発見と

解決能力を身につけさせ,大学が地域･社会貢献す

ることにつなげていくことが求められている。 

2013年より開始されたこの授業においては、観

光と情報の関連性を学習するとともに、マルチメ

ディアコンテンツの作成法や発信法について基礎

的な技術を身に付けることを目的としている。そ

のため、実習では、九州を中心とした地域の観光

資源をとりあげ、情報を利活用した観光企画・提

案（地域周遊交流型観光）を行えることを目標と

している。 

授業設計において、学習への動機づけに注目し

た ARCS 動機づけモデルを参考にする。ARCS 動

機づけモデルとは，米国の Keller（1983）によっ

て提唱された授業や教材の魅力を高めるためのモ

デルで，注意（Attention），関連性（Relevance），

自信（Confidence），満足感（Satisfaction）の 4 因

子で考えられ、学生の学習意欲を高めることを目

的としている。 

この表 1 における下位分類は、Keller による膨

大な文献の分類により導出されたものであり、そ

れぞれ理論的裏づけをもって定められているもの

である。 

今回の授業展開の場合、それぞれの要因におい

て、少なくとも 1項目の下位分類の要素を含むよ

うな考えで、授業設計を行った。また、90分の講

義時間を概ね、講義＋演習の形式で構成し、

Attention、Relevance の項目は講義により、

Confidence、Satisfactionは演習およびグループ学

習により得られるようにしている。 

 

表 1  ARCS モデルの各要因と下位分類  

要因 下位分類 

Attention （注意） 

面白そう 

A-1 : 知覚的喚起 

A-2 : 探究心の喚起 

A-3 : 変化性 

Relevance（関連性）

やりがいがありそう

 

R-1 : 目的志向性 

R-2 : 動機との一致 

R-3 : 親しみやすさ 

Confidence（自信）

やればできそう 

 

C-1 : 学習要求 

C-2 : 成功の機会 

C-3 : コントロールの個人化

Satisfaction（満足感）

やってよかった 

S-1 : 自然な結果 

S-2 : 肯定的な結果 

S-3 : 公平性 
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3. 事例について 

観光情報は、従来、テレビや雑誌といったメデ

ィアが中心となっていたが、情報通信技術の発展

とともに変化し、「ＧＰＳからの位置情報を使った

観光資源情報の検索」や「ＡＲ( Augmented Reality)

技術を活用した観光情報提示」「音声ガイドシステ

ムによる観光情報提供」などＩＣＴ利活用による

様々なサービスが生まれている。これらのサービ

スが提供に至るまでには、「マルチメディア・モデ

ル観光展開事業」や「総合的な観光情報提供シス

テム」での実証実験などが行われているが、それ

らの事例は、今後の観光コンテンツを生成するに

あたり、非常に有益なものとなっている。 

そこで、講義においては、この事例紹介とその

中に利用されている技術の解説を行い、演習にお

いては、実演とともに PC 実習室で可能な事項に

関して実践、さらに、その応用として課題提出さ

せた。 

 

図１に LMS（moodle）上での展開を示す。 

図 1. ログイン画面 

 

観光関連産業の国家資格のひとつとして、「旅行

業務取扱管理者資格」がある。当学科は「ビジネ

スコース」と「ツーリズムコース」に分けられる

が、後者の場合、この資格取得を積極的に支援す

るため、正規の授業として取り上げると同時に、

夏休み期間中に特別に講義をして受験者の支援を

行っている。その補助的なコンテンツを著者が作

成しているため、利用登録をすると授業一覧に表

示させている。 

例えば、「観光地理」では、過去問題を含めた模

擬試験など受験できるほか、図 2に示されるよう

な学習コンテンツも利用できる。 

図 2. 地理情報 

 

このコンテンツは、各観光地の情報の他、緯度・

経度の位置情報をもとに制作できるものである。

本授業においても、地理情報を取り扱うため、ひ

とつの応用した例題としても利用でき、さらに、

他の授業との関連についても成立している。 

また、「旅行業務国内編」においても、「過去問

題」「模擬試験」を掲載し、本授業だけではなく、

LMSを利用させる仕組みを作っている。 

 図 3に本授業での展開を示す。 

図 3. 授業展開 

 

本授業では、「授業資料」「振り返り」「課題提出」

「参考資料」に分類している。各項目はさらに授

業各回で閲覧できるようにコンテンツ配置を行っ

ている。 

（昨年度は、各授業回で分類していたが、学生

の希望により項目別に配置することとした） 

各項目について簡単に説明する。 
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a) 授業資料 

図 4. 授業資料について 

 

各講義で使われるスライド（PowerPoint）をフ

リーソフト（SlideGo）を使い HTML5化してアッ

プしている。さらに、昨年度、演習時に質問が多

かった項目に関し、ソフトウェアの操作画面のキ

ャプチャーを行い動画としてアップしている。こ

れらのコンテンツは、原則として、授業日前に掲

載し事前学習可能としている。 

図 5. HTML5化した授業スライド 

図 6. 操作を示す動画コンテンツ 

授業で取り扱った項目としては、「総合的な観光

情報提供システムに関する事例紹介」「観光庁の政

策・地方の観光事業」でキーワードとなっている

GPS を利用した位置情報（緯度・経度）、ピクト

グラム、QR コードを利用した観光情報の提供、

音声を利用した観光案内、プロジェクションマッ

プッピング、パノラマ VR、AR 技術などである。

例えば 

1) 位置情報 

学生の殆どは、Googlemap の利用した経験は

あるが、示される地図やポイントと緯度・経

度の関係を知っている学生はあまり多くない。

講義では、スマートフォンなどにある GPS機

能、人工衛星による位置情報の決定などの解

説を行い、演習により各観光地の位置情報な

どを確認させ、さらに、観光ルート図などの

作成を行っている。 

2) ピクトグラム 

観光案内でよく目にするのは「案内標識」（ピ

クトグラム）であるが、その誕生の歴史や役

割について解説し、各地域での事例（多国語

対応）、他国の事例などを紹介し、街中のピク

トグラムに関し、日頃からの観察を促してい

る。 

3) QRコード 

携帯情報端末でよく利用されている QR コー

ドによる観光地の紹介事例などを行うととも

に、演習では実際に QR コードを生成し、そ

の仕組みを体験させている。 

4) 音声案内 

音声案内を利用した観光情報システムの紹介

をはじめ、TTS（Text To Speech）の手法につ

いて解説を行っている。 

5) プロジェクションマップッピング 

現在、多くの場所で「プロジェクションマッ

プッピング」を観光のツールとして利用して

いる。授業では、各学生にその調査を行わせ、

実際に簡易的なプロジェクションマップッピ

ングが体験できるハコビジョン（バンダイ）

を授業中利用させることにより、その仕組み

などを理解させている。 

上記で説明した項目について、可能な限り、実
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際の演習によりコンテンツ作成を行わせている。 

講義により、Attention、Relevance の項目を満

たし、演習により「自分でも作成できる」という

Confidenceの取得が狙いとなっている。演習にお

けるソフトウェアの操作に関しては、前年度、思

いのほか受講生が多く（72名）トラブル時の対応

が満足にはできなかった面があった。今年度は受

講生も（52名）と減ったこともあるが、予め操作

画面をキャプチャーし動画で説明するコンテンツ

があったため、対応は幾分スムーズにできた感が

ある。また、学習者は達成の可能性が低いと思え

ば、自信を失うことがあるため、例題を含んだテ

ンプレートを予め準備しておき配布するようにし

ている。配布方法は、PC実習室に配布用フォルダ

が教員毎に設定されているため、そのフォルダを

利用して、各回でポイントとなる講義・演習項目

についてファイルをコピーできるようにした。 

 また、Satisfactionの点については、アクティブ

ラーニングの一手法であるチーム基盤型学習

（TBL）を活用することとしている。目的の観光

地、観光コンテンツが共有できるグループで、こ

れまでの演習で取得した技術を利用して、協同で

HPやプレゼン資料を作成させることにしている。 

 

b) 振り返り 

 学生の各授業での理解度（特に、演習時）を確

認するために、Moodleのフィードバック機能を利

用している。質問項目は簡易なもので、各回の理

解度を自己評価に基づきパーセントで回答し、さ

らに、演習等で何を行ったのか、作業で難しい点

はどこだったのかを自由記述で記述するものとし、

次回の授業の進行の参考にしている。（図 7、図 8） 

図 7. 授業の振り返り 

図 8. 授業の振り返り結果例 

 

c) 課題提出 

 事後学習として、課題を提出させている。演習

の応用に値するもので、10－20分程度で提出でき

る課題や関連する文献を与えまとめさせる事に利

用している。提出期限厳守とし、その時間外の受

け取りは行わないこととしている。（図 9） 

図 9. 課題提出 

 

d) 参考資料 

 ここでは、授業で参考になる補助的な資料を電

子書籍形式で閲覧できるようにしている。通常の

PDFファイルで掲載した場合、学生らはページ数

の多さに関わらず、印刷させるの向にある。その

ため、印刷禁止等の設定を行い掲載することも可

能であるが、観光パンフレットの電子書籍化の例

としても考えられるため、この形式でアップさせ

ている。（図 10、図 11） 
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図 10. 参考資料の配置 

図 11. 電子書籍掲載例 

 

この授業の最終的な課題はグループ学習として

いる。興味ある地域、興味あるコンテンツでグル

ープ（6－8 名）に分かれ、HP 作成およびそのプ

レゼン資料の作成を行うことにしている。HP の

作成に関しては、ネット上で流通している無料の

テンプレートを使うこととし、教員側で、演習で

行ったものを活用しカスタマイズして、学生らに

は配布している。その際、この HP 作成に関して

も、授業時間にマニュアル配布とともに簡単な使

い方などを 3コマかけて演習を行っている。 

配布されたテンプレートを図 12に示す。 

図 12. テンプレート例 

なお、上記ページは、jQueryをモバイルに最適

化したフレームワークとして知られる jQuery 

mobile を利用して作成している。 

 

4. 授業設計の検証 

講義により、Attention、Relevance、演習により

Confidence の面に留意し、最終的なグループ学習

でのコンテンツ作成でSatisfactionとした設計で授

業を行った。2 年間の授業の経緯より、ARCS 理

論に基づく授業設計は概ね良好と思われる。ただ

し、Confidence、Satisfaction の点では、再設計が

必要である。 

演習に関しては、PCの苦手な学生にとって難解

である項目があること、グループ学習では円滑な

運営ができなかったことが要因である。昨年度に

おいては、そのグループ分けを 3年次のゼミ単位

で行ったが、今年度は、ゼミの人数のばらつきも

あったことから、自由に組ませることにした。授

業オリエンテーション時からアナウンスしていた

ことであったが、グループ単位になるのが非常に

遅れていた。また、昨年度は異なる科目での教員

と学生の接点があったために、コミュニケーショ

ンは時間外でも多くあり、演習や課題への質問も

多くあった。さらに、いろいろな意味でも活発な

学生が比較的多かったため、学生同士の教え合い、

グループ学習での協調性は高かったと思われる。

今後は早期にグループでの協同学習ができるよう

に、課題提出方法などに再設計が必要であると思

われる。 

  

5. おわりに 

 今回、新たな授業展開を行う科目に関し、ARCS

理論に留意して設計を行った。2 年間の実践を通

し再設計する箇所も明らかにされてきた。 

 この学科の 1部のゼミでは、学生が、門司港レ

トロ地区と東峰村で取り組む「観光の力を活用し

た地域活性化」活動に取り組んでいる。（ 図 13 ） 

学生たちは、これらの活動を通じて新鮮な感動と

新たな気づきとともに、キャンパスで学んだ観光

の力を体感し、参加した学生の成長は著しいもの

が見られる。 
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図 13. PBLにおけるホームページ例 

 

この PBLに参画している学生にとって「マルチ

メディアツーリズム」の教科は、非常に好評であ

り、「音声案内のページ」「ルート図表示のページ」

など演習で培った技術を新たに取り組みたいと学

習意欲の持続が伺える。ある程度、観光に関して

意識も高く、目標をもった学生らにとっては、今

回の授業設計は成功と言える。 

一方、ARCS 理論も拡張が行われ、ARCS-V 理

論や ARCS－AT 理論なるものが研究されている。

６) 本授業の再設計を行うあたり、拡張モデルの適

用性などを考えていく必要もある。 
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